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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、BH3ドメインを含むミトコンドリアタンパク質をコードし、アポトーシス促進因子として作用します。コードされたタンパク質は、E1B 19 kDaタンパク質やBcl2などの抗アポトーシスタンパク質と相互作用します。この遺伝子は、腫瘍においてDNAメチル化によってサイレンシングされています。[RefSeq提供、2014年12月],機能：BCL2の抑制を克服できるアポトーシス誘導タンパク質。BCL2と共存し、2つの主要な細胞内カルシウムストア間でカルシウムの再分配に関与している可能性があります。,類似性：NIP3ファミリーに属します。,細胞内局在：EIB 19 kDaタンパク質との共発現は、NIP3の局在パターンを核膜へシフトさせます。,サブユニット：ホモ二量体。BCL2に結合します。BNIP3Lと相互作用します。アデノウイルス E1B 19 kDa タンパク質またはエプスタイン・バーウイルス BHRF1 とも相互作用します。
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	BNIP3 抗体を使用したマウス眼細胞溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	BNIP-3ポリクローナル抗体を用いたマウス眼細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。
	

	パラフィン包埋ヒト腎臓の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト腎臓の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

